
一ZO

こ
の
調
査
は
、
苫
小
牧
東
部
大
規
模

工
業

基

地
開
発

の
大
型
プ

ラ

ソ
が
昭
和
四
十
七
年

度

か
ら
は
じ
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
わ
れ
わ

れ
苫

小
牧
郷
土
文
化
研
究
会

の
手

に
よ
り
、

未

踏
と
さ
れ
て

い
た
美

々
川

お
よ
び
周
辺
湿

地
帯

の
実
態
調
査
を
昭
和
四
十

六
年
八
月
十

四
、
十

五
日
の
二
日
間

に
わ
た

っ
て
ボ

ー
ト

三
隻
に

一
隻
三
～
四
名
乗
り
、
陸
上
班
と
相

呼
応
し
て
行
な

っ
た

レ
ポ

ー
ト
で
あ

る
。

こ
の
調
査

は
今
回
限
り
と
せ
ず

、
明
年
も

行

な
う

予
定

で
あ
る
。

レ
ポ

ー
ト
は
手
を
染

め
た
ば
か
り
だ
け
に
正
確
度
、
精
密
度
に
欠

け
て

い
る
こ
と
を
了
承
ね
が

い
た
い
。

美

々
川

の
長
さ
は

一
二
～

=
二
m
の
長
さ

で
ウ

ト
ナ
イ
湖

に
注

い
で
お
り
、
流
域

の
湿

原
は
約
八
○
○
㎞
。
国
道
三
十
六
号
線

の
両

側

に
細
長
く
、
丘
陵
に
沿

っ
て
位
置

し
て
い

る
が
、
北
東

部
に
大
部
分
の
湿
原
が
あ

る
。

流
量

の
測
定

は
で
き
な

か

っ
た
が
、
四
年
前

、

土
木
現
業
所

の
調
査

に
よ
る
と
、
ウ

ト
ナ
イ



美々川の流れと湿原一ペンケナイ川合流点付近

湖
入
口
で
毎
秒

二
六
〇

ト
ソ
と
い
う
記
録
が

残
さ
れ
て
い
る
が

、
今
日
、
果

た
し
て
こ
れ

だ
け
の
流
量
が
あ

る
か
ど
う
か
、
疑
問
で
あ

る
。本

流

の
西
部

に
流
れ
て

い
る
ペ

ン
ケ
川
、

ペ
ン
ケ
川

の
伏
流
水
、

タ
ン
ジ
沼
余
剰
水

、

オ
タ

ル
マ
ッ
プ
、

ト
キ

サ
ラ

マ
ッ
プ
と

い
う

小
河
川

の
流
量
が
美

々
川

本
流

の
流
量
に
影

響
す

る
と
と
も
に
、
ウ

ト
ナ
イ
湖

の
貯
水
量

に
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
大

で
あ
る
と
思
量

せ
ら
れ
た
。

動
物
と
し
て
淡
水
魚
の
調
査

に
よ
り
、
魚

類

は

つ
ぎ

の
種

類
が
確
認
さ
れ
た
。

①

フ
ナ
、
②
ウ
グ
イ
、
㈲

ス
ナ
ヤ
ッ
メ
、

、㈱

カ
ジ
カ
、
㈲

ハ
ゼ
、
㈹
…ア
メ

マ
ス
、
①

カ

ワ
ガ

ニ
、
矧

カ
ラ

ス
ガ
イ
、
⑨

コ
イ
、
⑩
ド

ジ

ョ
ウ
、
αD
大

タ
ニ
シ
な
ど
。

つ
ぎ

に
鳥
類
と
し

て
、
ω
カ

モ
類

、
②
イ

ワ

ツ
バ
メ
、
織

ワ
シ
、
㈲

ア
オ
サ
ギ
、
と
く

に
湿
原

の
中
に
ヤ
チ

ハ
ン
ノ
キ
が
繁
茂

し
て

い
る
箇
所

に
、
⑤

カ
ワ
セ
ミ
を
発
見
し
た
こ

と

は
大
き
な
収
獲

で
あ

っ
た
。

植
物

は
湿
原
特
有
の
も

の
が

群

落

を

形

成

、
開
花
時
だ
け

に
見
事
な
美
し
さ
を
見
せ

て
い
た
。

ω

タ
ヌ
キ

モ
、
②

ヒ
ル
ム

シ
ロ
、
個

コ
ウ

ホ
ネ
、
㈱

ク
サ

レ
ダ

マ
、
⑤

サ
ワ
ゼ

リ
、
㈲

ハ
ナ
ゴ

ケ
、
㎝
ド

ク
ゼ
リ
、
矧

エ
ゾ

ミ
ソ

ハ

ギ

、
⑲

サ
ワ
ヒ
ヨ
ド
リ
、
⑩
キ
ッ
ネ

フ
ネ
ク

サ
、
㈲
[ツ
ク
フ
ネ
ソ
ウ
な
ど
。

時
間
的
に
よ
ゆ
う
の
な

い
調
査
で
あ

っ
た

だ
け

に
確
認
の
度
合
が
薄

か

っ
た
が
、
こ
の

調
査

に
よ
り
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
が

、
湿

原
保
護
と

い
う
大
命
題
と
と
り
組
む
緒
を

つ

か
む

こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
大
き

な
足
跡

と

い
え
た
。

東

部
開
発

一
万
㎞
と

い
う
広
大

な
面
積

の

地
域
変
貌
は
、
そ
の
所
産
推
定

三
兆

二
千
億

円

の
経
済
効
果
を
ね
ら

っ
た
計

画
だ
け

に
、

自

然

の
受
け

る
打

撃
は
測
り
知

れ
な
い
も

の

が
あ
る
。

(苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会
)
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